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▽
日
程
　
３
月

日
（
火
）
午

前

時

▽
場
所
　
道
東
経
済
セ
ン
タ
ー

ビ
ル

令

和

４

年

度

第
５
回
常
議
員
会

ゝ
ゝ
ゝ
ゝ
ゝ
ゝ
ゝ
ゝ
ゝ
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ゝ
ゝ
ゝ
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ゝ
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ゝ
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当
所
政
策
委
員
会
（
佐
藤
尚
彦
委
員
長
）
で
は
第
２
２
６
回
議
員
例
会
を

日
（
火
）

正
午
よ
り
道
東
経
済
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
で
開
催
。
Ｅ
Ｙ
ス
ト
ラ
テ
ジ
ー
・
ア
ン
ド
・
コ
ン
サ

ル
テ
ィ
ン
グ
㈱
の
菅
田
充
浩
氏
が
『
釧
路
振
興
に
係
る
提
言
』
と
題
し
て
講
演
を
行
い
、

当
所
議
員
や
市
議
会
議
員
、
釧
路
市
職
員
約

人
が
参
加
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

釧路地域の産業振興策を提言する菅田氏

９日に開催した研修会

公開された駅周辺のイメージパース

意
見
を
交
わ
す
パ
ネ
リ
ス
ト（
左
か
ら
高
野
氏
、

尾
氏
、
山
下
氏
、
原
田
氏
、
相
原
氏
）
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マ
ル
経
資
金
は
、
商
工
会
議

所
や
商
工
会
な
ど
の
経
営
指
導

を
受
け
て
い
る
小
規
模
事
業
者

が
、
経
営
改
善
に
必
要
な
資
金

を
無
担
保
・
無
保
証
人
で
ご
利

用
で
き
る
融
資
制
度
で
す
。

　
現
在
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
影
響
を
受
け
た
事

業
者
を
対
象
に
制
度
を
拡
充

し
、
通
常
融
資
の
ほ
か
１
０
０

０
万
円
の
別
枠
が
追
加
さ
れ
、

当
初
３
年
間
は
通
常
利
率
（
１

日
現
在
１
．

％
）
か
ら
０
．

９
％
引
下
げ
し
て
い
ま
す
。
な

お
、
こ
の
取
扱
い
は
３
月
末
日

ま
で
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
融
資
条
件
や
適
用
要
件
な
ど

の
詳
細
は
当
所
地
域
振
興
部
０

１
５
４
（

）
４
１
４
３
へ
。

マ
ル
経
資
金
を

ご
活
用
く
だ
さ
い

　
冒
頭
、
佐
藤
委
員
長
よ
り
「
釧

路
市
の
皆
様
、
市
議
会
議
員
の

皆
様
、
我
々
経
済
界
が
一
丸
と

な
っ
て
、
釧
路
の
未
来
に
つ
い

考
え
る
機
会
に
し
た
い
」
と
あ

い
さ
つ
し
た
。

　
は
じ
め
に
、
Ｅ
Ｙ
ス
ト
ラ
テ

ジ
ー
・
ア
ン
ド
・
コ
ン
サ
ル
テ

ィ
ン
グ
㈱
セ
ク
タ
ー
リ
ー
ダ
ー

兼
公
共
・
社
会
イ
ン
フ
ラ
ユ
ニ

ッ
ト
リ
ー
ダ
ー
の
菅
田
氏
よ

り
、
多
数
の
地
方
自
治
体
や
企

業
の
課
題
解
決
に
取
り
組
ん
で

い
る
事
例
を
挙
げ
「
全
国
各
地

様
々
な
取
組
を
さ
れ
て
い
る
中

で
、
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
は
あ
る
が

強
み
が
発
揮
で
き
て
い
な
い
地

域
が
多
く
あ
る
。
そ
の
地
域
の

中
で
中
核
都
市
と
し
て
の
釧
路

市
の
位
置
づ
け
、
流
通
、
情
報

発
信
、
イ
ン
フ
ラ
上
の
ハ
ブ
機

能
が
産
業
振
興
に
は
効
果
的

で
、
釧
路
湿
原
を
起
点
と
し
て
、

今
後
充
実
さ
せ
る
必
要
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
」
と
説
明
し

た
。

　
ま
た
「
外
か
ら
見
る
と
釧
路

湿
原
は
す
ご
い
コ
ン
テ
ン
ツ
で

あ
り
、
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が
あ
る

と
思
っ
て
い
る
。
釧
路
で
し
か

味
わ
え
な
い
特
別
な
体
験
を
誘

客
コ
ン
テ
ン
ツ
と
し
て
、
コ
ン

セ
プ
ト
を
決
め
、
釧
路
の
イ
メ

ー
ジ
を
自
分
達
で
作
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
湿
原
の
周
り
を

遊
べ
る
エ
リ
ア
と
し
て
逆
開
発

し
、
国
立
公
園
の
外
に
緩
衝
帯

つ
く
る
べ
き
」
と
提
言
し
た
。

　
さ
ら
に
「
釧
路
湿
原
を
テ
ー

マ
と
し
た
コ
ン
テ
ン
ツ
に
沿
う

形
で
サ
ー
ビ
ス
と
モ
ノ
の
高
付

加
価
値
化
を
狙
う
た
め
に
は
、

①
釧
路
湿
原
で
の
体
験
に
よ
る

価
値
の
言
語
化
②
緩
衝
地
域
化

③
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
④

道
東
へ
の
集
客
・
送
客
・
宿
泊

拠
点
化
⑤
物
販
の
高
付
加
価
値

化
を
ス
ト
ー
リ
ー
と
し
て
書
く

べ
き
で
あ
る
」
と
解
説
し
た
。

　
最
後
に
「
日
本
全
体
が
縮
み

ゆ
く
経
済
、
縮
み
ゆ
く
人
口
で

あ
る
か
ら
こ
そ
、
限
ら
れ
た
資

源
、
限
ら
れ
た
人
材
で
１
つ
の

事
業
に
絞
り
込
み
、
そ
れ
が
突

き
抜
け
る
こ
と
で
次
の
新
た
な

展
開
を
見
つ
け
て
い
く
べ
き
。

是
非
と
も
官
・
民
間
・
市
民
を

交
え
て
良
い
知
恵
に
し
て
い
た

だ
き
た
い
」
と
述
べ
た
。

　
当
所
で
は
札
幌
商
工
会
議
所

と
連
携
し
、
観
光
事
業
者
を
対

象
と
し
た
Ｂ
Ｃ
Ｐ
作
成
支
援
の

た
め
の
オ
ン
ラ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー

（
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
）
を
３
月
７
日
（
火
）

午
後
２
時
か
ら
開
催
し
ま
す
。

　
本
セ
ミ
ナ
ー
で
は
観
光
危
機

管
理
の
第
一
人
者
で
あ
る
講
師

を
招
き
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ
作
成
支
援
ツ

ー
ル
「
観
光
Ｂ
Ｃ
Ｐ
作
成
ガ
イ

ド
」
を
活
用
し
、
作
成
を
後
押

し
す
る
実
践
的
な
内
容
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

　
参
加
は
無
料
で
、
当
所
Ｈ
Ｐ

よ
り
お
申
し
込
み
で
き
ま
す
。

観
光
関
連
事
業
者
向
け

Ｂ
Ｃ
Ｐ
作
成
支
援
セ
ミ
ナ
ー

　
釧
路
市
主
催
で
、
当
所
が
共

催
す
る
『
釧
路
都
心
部
ま
ち
づ

く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
』
が

日

（
水
）
に
釧
路
市
観
光
国
際
交

流
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、
多
く

の
市
民
が
参
加
し
た
。

　
本
フ
ォ
ー
ラ

ム
は
、
釧
路
市

が
進
め
る
鉄
道

高

架

を

基

本

に
、
都
心
部
を

自
動
車
か
ら
人

や
公
共
交
通
中

心
の
空
間
に
再

生
す
る
〝
ウ
ォ

ー
カ
ブ
ル
な
ま

ち
づ
く
り
〞
を

テ

ー

マ

に

開

催
。

　
北
海
道
大
学

大
学
院
の
高
野

伸
栄
教
授
よ
り

『
釧
路
都
心
部

ま
ち
づ
く
り
計

画
が
目
指
す
ウ

ォ
ー
カ
ブ
ル
な

空
間
形
成
』
と

題
し
て
計
画
の
進
捗
を
報
告

し
、
駅
周
辺
の
イ
メ
ー
ジ
パ
ー

ス
を
発
表
し
た
。

　
高
野
氏
は
ウ
ォ
ー
カ
ブ
ル
空

間
の
必
要
性
に
つ
い
て
「
人
口

減
少
に
伴
い
交
通
量
も
減
少
す

る
。
道
路
を
商
業
ス
ペ
ー
ス
と

し
て
活
用
し
、
市
民
や
観
光
客

で
中
心
市
街
地
に
賑
わ
い
を
創

出
し
た
い
」
と
説
明
し
た
。

　
続
い
て
、
九
州
大
学
の

尾

忠
志
特
任
准
教
授
は
『
公
共
事

業
が
地
域
の
価
値
を
高
め
る
』

と
題
し
、
自
ら
が
携
わ
っ
た
長

崎
駅
周
辺
の
再
整
備
な
ど
の
体

験
を
基
に
基
調
講
演
を
行
っ

た
。

　

尾
氏
は
「
ま
ち
の
変
化
に

よ
っ
て
、
市
民
の
意
識
も
変
化

し
、
ま
ち
に
誇
り
を
持
つ
よ
う

に
な
っ
た
」
と
公
共
事
業
が
シ

ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
の
醸
成
へ
と

つ
な
が
り
、
住
民
の
ま
ち
づ
く

り
に
対
す
る
考
え
方
を
変
化
さ

せ
た
と
解
説
。

　
さ
ら
に
公
共
事
業
の

役
割
に
つ
い
て
「
環
境

変
化
に
伴
っ
て
投
資
す

べ
き
対
象
が
変
わ
っ
て

い
る
。
一
人
一
人
が
活

躍
で
き
る
社
会
の
た
め

に
投
資
を
す
る
こ
と
が

重
要
」
と
述
べ
た
。

　
そ
の
後
、
高
野
氏
を

進
行
役
に
、

尾
氏
、

広
場
ニ
ス
ト
の
山
下
裕

子
氏
、
観
光
ク
リ
エ
イ

タ
ー
の
原
田
香
苗
氏
、

Ｒ
Ｉ
Ｎ
Ｋ
釧
路
ま
ち
づ

く
り
ラ
ボ
の
相
原
真
樹
氏
に
よ

る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

が
行
わ
れ
、
人
々
が
歩
き
た
く

な
る
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
意

見
が
交
わ
さ
れ
た
。

　
パ
ネ
リ
ス
ト
は
「
広
場
は
用

事
の
つ
い
で
に
立
ち
寄
る
場

所
。
ま
ち
の
中
を
楽
し
く
過
ご

せ
る
よ
う
な
、
目
的
と
な
る
施

設
や
環
境
の
整
備
が
重
要
」「
車

や
人
、
バ
ス
そ
れ
ぞ
れ
が
い
い

バ
ラ
ン
ス
を
と
る
こ
と
が
重

要
」
な
ど
様
々
な
意
見
を
述
べ

た
。

　
ま
た
、
会
場
か
ら
は
冬
期
間

の
広
場
の
活
用
方
法
や
子
ど
も

が
遊
べ
る
空
間
が
欲
し
い
な
ど

の
意
見
が
出
さ
れ
た
。

　
２
０
２
２
年
分
の
所
得
税
や

贈
与
税
の
申
告
・
納
付
は
３
月

日
（
水
）
、
個
人
事
業
主
の

消
費
税
な
ど
に
関
す
る
申
告
・

納
付
は
３
月

日
（
金
）
ま
で

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
当
所
で
は
個
人
事
業
主
の
確

定
申
告
に
関
す
る
ご
相
談
を
お

受
け
し
て
お
り
ま
す
が
、
大
変

混
み
合
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

事
前
に
当
所
地
域
振
興
部
０
１

５
４
（

）
４
１
４
３
ま
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
確
定
申
告
に
関
す
る

詳
細
や
、
ｅ
│
Ｔ
ａ
ｘ
の
ご
利

用
に
つ
き
ま
し
て
は
下
記
の
２

次
元
コ
ー
ド
よ
り
国
税
局
の
Ｈ

Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

確
定
申
告
は
忘
れ
ず
に

２
０
２
２
年
分
申
告
始
ま
る

　
当
所
水
産
部
会
（
笹
谷
智
貴

部
会
長
）
で
は
、
９
日
（
木
）

に
（
地
独
）
北
海
道
立
総
合
研

究
機
構
の
担
当
者
を
講
師
に
水

産
増
養
殖
事
業
に
関
す
る
研
修

会
を
開
催
し
た
。

　
漁
業
・
水
産
加
工
業
者
な
ど

で
構
成
さ
れ
て
い
る
当
部
会
で

は
〝
水
産
養
殖
事
業
の
可
能
性

調
査
〞
を
事
業
計
画
の
重
点
項

目
の
ひ
と
つ
に
掲
げ
、
釧
路
の

水
産
業
発
展
の
た
め
、
天
然
・

養
殖
双
方
の
バ
ラ
ン
ス
を
踏
ま

え
た
増
養
殖
に
関
す
る
研
究
な

ど
を
行
っ
て
い
る
。

　
今
回
の
研
修
会
は
、
養
殖
技

術
が
す
で
に
確
立
・
開
発
中
の

魚
種
な
ど
の
現
状
を
把
握
し
、

地
域
に
根
差
し
た
水
産
増
養
殖

事
業
の
可
能
性
を
調
査
す
る
た

め
に
実
施
し
た
。

　
は
じ
め
に
、
同
機
構
栽
培
水

産
試
験
場
の
清
水
洋
平
栽
培
技

術
部
長
が
同
部
署
の
概
要
や
取

り
組
み
、
養
殖
技
術
の
開
発
な

ど
に
つ
い
て
講
演
し
た
。

　
同
部
署
で
は
栽
培
漁
業
の
種

苗
生
産
の
ほ
か
、
養
殖
の
事
業

化
へ
向
け
た
技
術
開
発
・
普
及

指
導
な
ど
を
行
っ
て
お
り
、
清

水
氏
は
「
北
海
道
に
お
け
る
栽

培
漁
業
の
対
象
魚
種
（
ホ
タ
テ
、

サ
ケ
、
コ
ン
ブ
な
ど
）
は
沿
岸

総
生
産
量
の

％
を
占
め
て
い

る
た
め
、
重
要
な
取
り
組
み
と

な
っ
て
い
る
」
と
話
し
た
。

　
ま
た
、
温
暖
化
や
海
洋
環
境

が
変
化
し
獲
れ
る
魚
種
も
変
化

し
て
い
る
た
め
、
本
州
の
養
殖

魚
種
を
北
海
道
へ
取
り
入
れ
る

動
き
が
あ
り
、
ホ
タ
テ
や
カ
キ
、

ウ
ニ
な
ど
は
事
業
化
が
可
能
な

段
階
で
あ
る
と
説
明
し
た
。

　
続
い
て
、
同
機
構
さ
け
ま
す

・
内
水
面
水
産
試
験
場
内
水
面

資
源
部
の
田
園
大
樹
主
査
が
閉

鎖
循
環
養
殖
の
技
術
開
発
に
つ

い
て
講
演
。
閉
鎖
循
環
養
殖
と

は
、
水
替
え
を
行
わ
ず
、
ろ
過

装
置
で
水
を
浄
化
し
循
環
さ
せ

て
魚
を
飼
育
す
る
方
法
で
、
立

地
的
な
制
約
が
な
く
温
度
調
整

が
可
能
、
病
気
が
防
ぎ
や
す
い

な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。

　
設
備
導
入
・
運
転
コ
ス
ト
が

高
額
な
こ
と
や
、
病
気
に
な
っ

た
場
合
は
水
替
え
を
し
な
け
れ

ば
全
滅
す
る
リ
ス
ク
が
高
い
こ

と
な
ど
の
デ
メ
リ
ッ
ト
も
あ
る

が
、
既
に
北
海
道
の
さ
け
ま
す

類
の
養
殖
向
け
種
苗
の
生
産
に

活
用
さ
れ
て
お
り
、
具
体
的
な

事
例
も
紹
介
さ
れ
た
。


